
庖額 参 J
町民のうごき 

1，918世帯  r 
j男 4，252世帯数

人口 8，623人{l女 4，
E 女計、ヨコ

 
「

371

4 12 
o 5 

E
A

7 18 
唱

E
A
ヮ，

P¥ 

今「

高 電事ヨ 
  J

唱

Q
U
R
u
-
-

生
亡
入
出

出
死
転
転 12 29 

(昭和45年 9月1日現在)

勝 浦 町 発行者 勝浦町長 中 回 森 蔵 編集者発行所 住民課広報係 印刷所 森本印刷

交通災
害共済

も
し
交
通
事
故
に

あ

わ

れ

た

ら

交
通
災
害
共
済
の
加
入
を
受
け
付
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
方
々
が

御
加
入
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
は
日
増
し
に
ふ
え
は
げ
し
さ
を
加
え
て
い
ま
す
。

も
し
加
入
者
が
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
ら
、
町
役
場
へ
交
通
災
窓
口
見
舞

金
の
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

いっ

見
舞
金
の
請
求
に
必
要
な
書
類
は
加
入
者
証
、
医
師
の
診
断
書
、
警
察

の
事
故
証
明
書
な
ど
で
す
。

警
察
の
事
故
証
明
書
は
、
事
故
が
あ
っ
た
と
き
、
す
ぐ
に
警
察
へ
届
け

て
お
く
と
証
明
し
て
く
れ
ま
す
か
ら
特
に
お
忘
れ
な
く
。

災
害
の
内
容
は
、
飛
行
機
、
船
、
汽
車
電
車
、
自
動
車
、
原
動
機
付
自

転
車
、
自
転
車
、
そ
の
他
交
通
用
具
に
よ
り
事
故
を
起
こ
し
た
歩
行
者
又

は
乗
車
中
の
者
で
す
。

見
舞
金
の
額
は

死

亡

六
か
月
以
上
医
師
の
診
療
を
要
し
た
傷
害

三
か
月 
i
六
か
月

一
か
月 
1
三
か
月

一
O
日
1
一
か
月

五
O
万
円

一O
万
円

五
万
円

二
万
円

五
千
円

し
あ
わ
せ
を

み
ん
な
で
築
ニ
う
グ

今
年
も
十
月

一
日
か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
は
じ
ま
り
ま

揮

す
。
こ
の
た
す
け
あ
い
運
動
に
み
ん
な
が
参
加
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
閤

ご
承
知
の
よ
う
に
共
同
募
金
は
民
聞
社
会
福
祉
事
業
を

一
つ
に
ま

轄

と
め
た
窓
口
で
、
現
在
県
下
の
収
容
施
設
、
社
会
福
祉
団
体
、
老
人

醐

福
祉
、
心
配
ご
と
相
談
所
や
子
供
の
遊
び
場
等
施
設
の
整
備
や
地
域

闘

厚

生

言果

志望躍自陣接輯

の
福
祉
増
進
の
た
め
に
重
点
的
に
配
分
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。闘

今
年
県
下
の
目
標
額
は
千
八
百
万
円
で
、
本
町
の
目
標
額
は
十
八

韓

万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
み
な
き
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し

盟

ま
す

。

国
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い
道
路
の
横
断
を
励
行
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
運
転
者
ち
歩
行
者

を
保
護
す
る
と
云
う
精
神
に
徹
し
て

交
通
ル 
l
ル
に
そ
っ
た
正
し
い
運
転
、

安
全
な
運
転
を
励
行
す
る
様
心
が
け

て
下
き
い
。

歩
行
者
は

l
l 

O
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
と
こ

ろ
で
は
、
必
ず
こ
れ
ら
の
安
全

施
設
を
利
用
す
る
。

O
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
必

日
弘
法
一
は
龍
一
一
京
室
主
確

O
車
の
直
前
直
後
の
横
断
や
斜
め

らつーコカミ

l
l 
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運
転
者
は

歩
行
者
保
護
に
徹
し
安
全
運
転

を
励
行
す
る
。

横
断
歩
道
に
近
づ
い
た
と
き
は
、

O O

行
政
相
談
週
間
に
つ
い
て

徳

島

行

政

監

察

局

十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
は

「
行
政
相
麟
週
間
」
で
す
。

行
政
相
蛾
週
間
と
は
、
行
政
管
理

庁
が
行
政
相
賊
制
度
を
広
く
国
民
の

皆
様
に
知
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
を
気

軽
る
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

昭
和
四
十
二
年
か
ら
毎
年
秋
に
設
け

て
い
る
も
の
で
す
。

行
政
管
理
庁
で
は
、
昭
和
三
十
年

に
行
政
相
賊
業
務
を
始
め
て
以
来
関

係
機
関
と
協
力
し
て
、
国
民
の
行
政

に
対
す
る
苦
情
等
の
解
決
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
従
来

滞
在
し
て
い
た
行
政
に
対
す
る
苦
情

が
だ
ん
だ
ん
と
表
面
に
表
わ
れ
、
昭

和
四
十
四
年
度
に
お
い
て
は
全
国
で

一
一
七
、
六
四
七
件
の
行
政
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
国
民
の
聞

P
R

に
行
政
相
蛾
に
関
す
る 

が
十
分

浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

ま
だ
ま
だ
多
数
の
苦
情
が
潜
在
し
て

い
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
道
路
を
不
法
に
占
用
し
て
い
る

者
が
あ
り
交
通
上
危
険
な
の
で
取
除

い
て
も
ら
い
た
い
。
」

「
河
川
に
ゴ
ミ
等
を
投
棄
し
附
近

の
住
民
が
非
常
に
迷
惑
し
て
い
る
取

締
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」

「
労
働
者
災
害
補
償
保
険
に
よ
る

休
業
補
償
費
の
支
払
が
遅
れ
困
っ
て

い
る
早
く
支
払
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」

「
軍
人
軍
属
遺
族
援
護
年
金
等
の

交
付
申
摘
を
行
な
っ
た
が
何
の
回
答

も
な
い
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
調
べ
て
ほ
し
い 
U

「
農
地
転
用
の
申
帽
を
行
な
い
相

と
き
は
、
必
ず
一
時
停
止
す
る
。

横
断
歩
道
の
手
前
で
は
追
い
越

し
ゃ
追
い
抜
き
は
し
な
い
。

歩
行
者
も
運
転
者
も
そ
れ
ぞ
れ
の

悲
惨
な
交
通
事
故
を
起
き
な
い
様
心

横
断
中
の
歩
行
者
や
横
断
し
ょ

が
け
ま
し
ょ
う
。

機
瀬
駐
在

湯
浅
部
長

県
道
を

守
り
ま
し
ょ
う

路
上
に
駐
車
し
て
い
る
車
、
む
や

み
に
路
上
を
占
用
し
て
い
る
車
を
私

達
の
手
で
追
放
し
ま
し
ょ
う
ノ

最
近
の
車
の
増
加
に
と
も
な
い
、

路
上
駐
車
及
待
避
所
駐
車
は
目
に
あ

ま
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
又
県
道
を

む
や
み
に
占
用
し
て
、
狭
い
路
上
を

な
お
狭
く
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
な
く
す
に
は
、
皆

{ぜすい時十、 紙頭て。合、政相きさ浦
い。ての月行 ででおまに特相談れん町

{ご 行間十政 申申りたはに践に行がに
{利政勝六相 しし 、 、匿名」応政行お�  

1用 相浦日蹴 出出申受名前はじ相政い
下 談町午週 ららし付でを、て験管て

{き 所福前間 れれ出け取知無い委理は

〔円 を祉十中 て て の は り ら 料 ま 員 リ 宇 沼 �  
¥ 0 開セ時の も も 方 、 あ れ で す と 長 江 �  
{ 設ンよ行 結、法常った秘。し宮の

いタり事構電も時かく密 てか中

O

立
場
で
交
通
ル
l
ル
を
正
し
く
守
り
、

O

い
つ
で
も
止
ま
れ
る
様
に
ス
ピ

お配島を役すけ四 知祉 可当�  
l申置行お所がつ十こり年「が期�  
Tしさ政持の、け五れた金七な間�  
t出れ監ち仕こた年はいが十くがiてて 祭の事の「四徳L..

O
もオ固た�  

下い 局方によ行月島 らにつつ

1きるまはつう政か行 えなでて�  
I い行た川、な相ら政 なついい�  

。政はこてこ談六監 いたるるi相 各 の 苦 と 」 月 察 その」。の� 
に
ま� 

{ 競市機情にのの局のに
T 委町会や限ー 聞が理老

ー
ド
を
落
し
て
運
転
す
る
。

う
と
し
て
い
る
人
を
見
か
け
た

無
料
法
律
相
談

「
法
守
る
手
と
手
で

築
く
よ
い
社
会

十
月

一
日
か
ら
「
法
の
目
」
週
間

が
は
じ
ま
り
ま
す
。

こ
の
週
間
行
事
と
し
て
、
弁
護
士

歩
行
者
事
故
の
中
で
最
も
多
い
の

会
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
無
料
法
律

相
談
所
を
つ
ぎ
の
と
お
り
聞
き
ま
す
。

十
月
五
日
(
月
)
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
、
徳
島
地
方
裁
判
所

相
談
内
容
は
、
金
銭
、
借
地
借
家

交
通
事
故
、
家
庭
、
少
年
、
検
察
審

様
一
人
一
人
の
心
が
け
が
大
切
で
あ

査
、
人
権
擁
護
、
登
記
、
戸
籍
、
そ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
気
付

の
他
法
律
上
の
諸
問
題
で
す
。

け
ば
注
意
し
合
う
精
神
が
ほ
し
い
も

お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

の
で
す
。
皆
様
方
の
御
協
力
を
お
願

一
九
番
電
話

い

申

し

上

げ

ま

す

。

建

設

課

(
火
災
専
用
電
話
)

住
民
相
談

お
気
軽
に
御
利
用
を

の

語

訳

置

み
な
さ
ん
の
窓
口
で
す

阿
波
勝
浦
電
報
電
話
局
の
開
局
に

よ
り
、
火
災
通
報
専
用
電
話
と
し
て

行
政
に
対
す
る
苦
情
な
り

九
番
電
話
機
が
役
場
に
設
置
さ

御
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

れ
ま
し
た
。
今
後
、
火
災
を
発
見
し

住
民
課

た
時
は
、
一
一
九
番
で
役
場
へ
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

ム

お

願

い

な
お
、
こ
の
電
話
は
、
火
災
通
報

九
月
号
発
刊
と
同
時
お
手
許
に
広

の
専
用
で
す
か
ら
、
他
の
こ
と
に
使

報
織
(表
紙
)
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

い
ま
す
と
、
火
災
の
場
合
に

「
話
し

広
報
は
町
政
の
動
き
や
み
な
さ
ん

中
」
と
な
り
、
通
報
が
お
く
れ
消
防

の
身
近
な
こ
と
が
ら
を
お
知
ら
せ

団
の
出
動
が
お
そ
く
な
り
ま
す
か
ら
、

し
て
い
ま
す
の
で
今
月
も
忘
れ
ず

他
の
用
件
に
は
絶
対
に
使
用
し
な
い

に
大
切
に
保
存
(
織
る
)
く
だ
さ

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
総
務
課

い

。

住

民

課

(

広

報

係

)

O

が
道
路
を
横
断
中
の
事
故
で
、
昨
年

の
統
計
か
ら
見
て
も
そ
の
半
分
近
く

が
横
断
中
の
事
故
で
す
。

そ
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
先
づ

信
号
機
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
信

歩
行
者
自
身
が
正
し
い
歩
行
、
正
し

横
断
、
横
断
歩
道
以
外
の
横
断

道
路
へ
の
飛
び
出
し
な
ど
し
な

号
に
従
っ
て
正
し
く
横
断
す
る
。

t 	貝村に不ら例に昭由令 だ� 
にに徳満ずで受和 を福 許i 

1 	た� l午と で話直行いなを 皆ら村�  

1せしに后しなすや接なまい守「様委芳当�  
τいまお三てお。手口っす場り行の嘱生勝
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O
O

%
、
普
通
叩
%
で
最
近
の
栽
培
は
ほ

と
ん
ど
早
生
で
あ
り
、
農
家
戸
数

一

八 

戸
、
う
ち
業
用
四 

戸
で

兼
業
農
家
、
専
業
農
家
の
み
か
ん
園

共
に
完
全
な
濯
耕
栽
培
が
な
さ
れ
、

整
枝
勢
定
、
摘
果
が
完
全
に
な
さ
れ

て
い
る
。
販
売
は
農
協
荷
率
η
%

で
年
間
プ 

ル
計
算
、
殊
に
技
術
指

導
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
完
全
に
農

協
が
持
っ
て
い
る
。

一
方
農
家
の
考

え
方
も
、
品
質
本
位
の
み
か
ん
作
り

に
切
換
え
、
積
極
的
な
生
産
費
の
低

減
を
心
が
け
、
特
に
農
道
の
完
備
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

二
、
静
岡
県
西
浦

伊
豆
箱
根
の
観
光
地
の
周
辺
で
、

地
価
の
非
常
に
高
い
産
地
で
あ
る
が
、

普
か
ら
の
貯
蔵
み
か
ん
産
地
と
し
て

を
の
ぞ
い
て
み
る
と
。

栽
培
面
積
一
四

日
年
の
雪
害
と
、
安
値
に
よ
り
大
き

く
経
営
者
の
顔
色
を
変
え
て
し
ま
っ

た
。
そ
こ
で
他
産
地
に
於
け
る
横
顔

そ
の
名
声
を
守
る
べ
く
み
か
ん
栽
培
、

に
対
す
る
意
欲
は
大
変
な
も
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
農
協
出
荷
四
%
3
月

よ
り 
4
月
下
旬
に
焦
点
を
合
わ
せ
た

栽
培
管
理
、
基
盤
整
備
、
貯
蔵
庫
の

一
、
静
岡
県
三
ケ
日
町

、
早
生
却 

管
理
等
個
人
の
投
資
と
合
わ
せ
た
共

同
事
業
は
た
い
し
た
も
の
で
あ
る
。

殊
に
坪

一
万
円
も
す
る
み
か
ん
畑
を

手
放
す
栽
培
者
は

一
人
も
な
く
、
規

模
拡
大
が
出
来
な
い
一
方
、
採
取
労

務
者
の
不
足
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
の

三
、
神
奈
川
県
小
田
原
市

此
の
産
地
は
み
か
ん 
m
M
で
丁
度

本
町
の
今
山
地
区
の
よ
う
な
急
傾
斜

で
、
他
に
養
豚
、
シ
イ
タ
ケ
、
茶
の

産
地
で
あ
り
西
に
熱
海
、
湯
河
原
の

湯
泉
地
を
、
東
に
小
田
原
、
横
浜
と

工
業
地
帯
を
持
つ
都
市
近
郊
の
み
か

ん
産
地
で
あ
る
。

m
M

こ
、
で
も
み
か
ん
に
対
す
る
栽
培

者
な
り
、
地
域
の
熱
意
は
大
変
な
も

の
が
あ
り
栽
培
農
家
計
戸
が 

延

一
万 

の
農
道
を
つ
け
、
…
制
巾
で
完

全
舗
装
の
道
は
、
過
剰
投
資
に
怠
る

位
で
あ
る
。

米
生
産
調
整
奨
励
補
助
金


の
交
付
を
申
請


四
百
四
万
九
千
二
拾
八
円


昭
和
四
十
五
年
度
米
生
産
調
整
勝

浦
町
割
当
目
標
数
量
六
五
ト
ン
に
対

し
最
終
笑
施
調
整
農
家

一
七
三
戸
計

画
数
量
六

一
ト
ン
で
九

一
・
八 
%
達

成
、
申
舗
の
あ
り
ま
し
た
計
画
容
を

七
月
二
十
四
日
よ
り
八
月

一
日
の
確

認
日
ま
で
昭
和
四
十
五
年
度
米
生
産

勝
浦
町
の
み
か
ん
栽
培
は
、
昭
和

先
進
地
の
み
か
ん
栽
培

殊
に
こ
の
地
区
は
完
全
な
農
休
日

制
を
取
り
毎
月
一
日
と
十
五
日
を
完

全
休
日
に
し
て
い
る
。

で
、
地
域
全
体
が

一
経
営
主
の
顧
に

な
っ
た
す
ば
ら
し
い
み
か
ん
闘
で
あ

り
、
品
質
と
味
で
勝
負
出
来
る
み
か

ん
作
り
に
、
前
田
定
、
摘
果
、
土
壌
管

理
と
す
ば
ら
し
い
意
欲
を
見
せ
て
い

る
。以

上
本
町
と
良
く
似
た
貯
蔵
産
地

と
、
急
傾
斜
の
み
か
ん
産
地
、
又
、

栽
培
廃
の
古
い
み
か
ん
産
地
を
紹
介

販
売
、
購
買
の
農
協
利
用
は
m
%

し
た
が
、
み
か
ん
産
業
の
将
来
を
考

え
る
と
き
今

一
度
同
志
の
産
地
を
見

る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

調
整
対
策
確
認
要
領
(
徳
島
県
)
に


よ
っ
て
現
地
見
回
り
(
聞
き
取
り
)


確
認
調
査
の
結
果
調
整
農
家

一
六


戸
、
奨
励
補
助
金
交
付
対
象
面
積
一

O


五
六
八
ア
ー
ル
、
調
盤
数
量
四
九
、


九
八
八
ト
ン
確
認
し
県
へ
申
請
し
た
の


勝
浦
町
十
ア
ー
ル
当
平
均
は
二
五、



八
二
二
同
と
な
り
ま
し
た
。


奨
励
金
は
十
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に

米
生
産
調
整
農
家
の
農
協
口
座

へ
振

り
か
え
す
る
予
定
で
す
。

産
業
課 

全
国
み
か
ん

研
究
大
会
開
く

赤
十
九
回
全
国
み
か
ん
研
究
大
会

が
、
九
月
十
七
日
十
八
日
の
両
日
、

愛
知
県
で
聞
か
れ
た
。

ヰオ

一
固
め
産
地
視
察
は
愛
知
用
水
、

豊
川
用
水
の
濯
が
い
施
設
の
出
来
た

知
多
半
島
の
み
か
ん
産
地
、
握
美
半

島
の
み
か
ん
産
地
と
、
東
京
市
場
で
、

静
岡
県
の
三

ケ
日
と
並
ん
で
貯
蔵
み

か
ん
の
名
声
を
売
っ
て
い
る
蒲
郡
の

産
地
視
察
。

分
二
日
は
豊
橋
市
で
全
国
か
ら
集

っ
た
約
四

0
0
0人
の
熱
心
な
栽
培

者
と
国
会
議
員
、
農
林
大
臣
出
席
で

盛
大
に
大
会
が
聞
か
れ
た
。

殊
に
み
か
ん
生
産
量
の
増
大
と
貿

易
の
自
由
化
に
伴
う
外
国
み
か
ん
の

輸
入
等
緊
迫
し
た
み
か
ん
状
勢
に
対

処
す
べ
き
研
究
発
表
、
産
地
批
判
、

大
会
宣
言
を
行
な
い
散
会
し
た
。

産
地
批
判
の
内
容
は
、
神
奈
川
県

よ
り
み
か
ん
の
貯
蔵
と
基
盤
整
備
に

つ
い
て
、
広
島
県
よ
り
う
ま
い
み
か

ん
作
り
と
品
質
向
上
、 

福
岡
県
よ
り


産
地
に
於
け
る
組
織
関
係
に
つ
い
て


の
各
意
見
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て


試
験
場
の
副
場
長
か
ら
答
弁
が
あ
っ
た
。


研
究
発
表
は
み
か
ん
の
品
質
向
上

対
策
に
つ
い
て
、
み
か
ん
の
貯
蔵
対

策
に
つ
い
て
、
み
か
ん
経
営
の
近
代

化
に
つ
い
て
、
果
樹
農
政
に
つ
い
て
の

発
表
が
さ
れ
、
農
林
省
白
木
置
振
興
審

議
十会
委
員
の
梶
浦
博
士
、
日
園
連

高
橋
顧
問
の
助
言
が
さ
れ
、
最
後
に

大
会
決
識
を
農
林
大
臣
に
陳
情
し
て

散
会
し
た
。
大
会
決
議
宣
言
は
次
の

と
お
り
。
我
が
国
柑
橘
産
業
は
、
国

の
果
樹
農
業
振
興
の
関
係
法
等
に
基

き
急
速
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
し

か
る
に
、
昭
和
位
年
産
以
降
の
全
国

み
か
ん
の
生
産
状
況
は
、
異
常
気
象

等
の
影
響
に
よ
る
と
は
い
え
、
隔
年

結
果
の
現
象
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
、

こ
れ
が
為
に
、
こ
こ
数
年
の
み
か
ん

価
格
は
大
幅
な
変
動
を
き
た
し
、
み

か
ん
産
業
全
体
の
窪
田
慨
に
著
し
く
支

障
を
き
た
し
て
い
る
。

一
方
我
国
経

済
の
高
度
成
長
に
伴
い
、
国
際
貿
易

環
境
は
ま
す
ま
す
き
び
し
さ
を
増
し

政
府
は
、
輸
入
制
限
品
目
の
大
幅
緩

和
を
実
地
す
る
方
策
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
に
於
て
、
我
々
全
国
か
ん
き
つ

生
産
者
は
、
商
品
性
の
高
い
み
か
ん

の
安
定
生
産
体
制
を
確
立
す
る
た
め

集
中
的
な
技
術
展
開
を
図
る
と
共
に

海
外
産
果
実
及
び
加
工
品
の
動
向
に
、

対
応
す
る
た
め
、
国
に
対
し
次
の
諸

施
策
の
実
現
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
柑
橘
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化


を
図
る
た
め
、
国
は
、
柑
橘
園
再


開
発
事
業
を
拡
大
し
、
早
急
に
農


道
及
ぴ
柑
橘
園
等
の
基
盤
整
備
を


図
る
こ
と
。


二
、
み
か
ん
価
格
の
安
定
と
、
消
費

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
み
か
ん
貯

蔵
庫
及
び
、
み
か
ん
果
汁
工
場
等

の
流
通
加
工
施
設
の
設
置
に
対
し
、

高
率
か
つ
大
幅
な
国
庫
助
成
を
図

る
と
共
に
商
品
性
の
高
い
ジ
ュ
ー

ス
生
産
寝
術
の
開
発
に
努
め
る
こ
と
。

三
、
発
展
途
上
に
あ
る
柑
橘
産
業
に

重
大
な
影
響
を
も
っ
グ
レ
ー
プ
フ
ル

ー
ツ
、
オ
レ
ン
ジ
及
び
果
汁
等
は
絶

体
貿
易
の
自
由
化
を
し
な
い
こ
と
。

四
、
最
近
の
消
費
動
向
に
対
応
し
、

味
に
重
点
を
置
い
た
柑
橘
の
育
穐

及
び
新
品
種
の
導
入
等
を
強
力
に

推
進
す
る
た
め
、
国
の
試
験
研
究

機
聞
の
拡
充
強
化
を
早
急
に
図
る

こ
と
。

(

産
業
課
)
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フ十

{立

芳
二
位

汁� 

f立:

介
三
位

ヨナ

イ立� 

紋
百

d、、

治

男

昭和45年10月 5日

国
民
年
金
だ
よ
り


近
ご
ろ
年
金
と
い
う
こ
と
ば
が
急

に
人
び
と
の
注
意
を
ひ
き
は
じ
め
ま

し
た
。
そ
れ
は
日
本
人
の
平
均
寿
命

が
だ
ん
だ
ん
伸
び
、
な
が
い
老
年
時

代
が
や
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
又
、

老
年
を
考
え
る
ま
で
も
な
く
恐
ろ
し

い
公
害
災
害
(
交
通
戦
争
)
の
時
代

が
や
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
こ
う
し
た
毎
日
の
生
活

の
不
安
と
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
七 
0
年
代
は
年
金

時
代
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
ま
さ
に

そ
の
と
お
り
で
す
。

国
民
年
金
は
私
達
日
常
生
活
に
切

乳
児
勝
浦
町

位

決

る

昭
和
四
五
年
九
月
十
七
日
午
前
九

時
生
比
奈
公
民
館
に
於
て
昭
和
四
十

五
年
度
勝
浦
町
乳
児
健
康
審
査
会
を

聞
き
小
松
島
保
健
所
板
井
所
長
勝
浦

町
立
病
院
戸
井
小
児
科
医
長
が
慎
重

に
審
査
の
結
果
次
の
方
が
健
康
児
と

つ
で
も
切
れ
な
い
も
の
に
な
っ
て
来

た
の
で
す
。
こ
う
一
古
う
意
味
で
次

号
よ
り
国
民
年
金
制
度
を
よ
り

一
一層

深
く
御
理
解
ね
が
い
親
し
く
私
達
の

思
い
ま
す
。
研
修
生
全
員
が
み
ん
な

閉
じ
気
持
で
帰
っ
て
来
た
と
思
い
ま

す
が
、
阿
蘇
の
火
の
よ
う
に
、
内
か

ら
湧
き
上
が
る
心
の
躍
動
が
昨
日
を

越
え
た
明
日
に
向
っ
て
私
た
ち
を
か

り
た
て
て
や
ま
な
い
。
過
去
に
く
よ

く
よ
す
る
心
を
ぬ
ぐ
い
捨
て
、
未
来

へ
起
き
上
が
る
こ
と
を
促
す
の
で
あ

る
。
全
て
へ
の
も
の
に
む
か

つ
て
全

力
投
球
し
た
と
い
う
充
実
感
に
よ
り
、

人
生
の
真
価
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。

こ
の
研
修
で
の
感
激
と
見
聞
を
広
め

た
も
の
が
今
後
の
青
年
活
動
と
人
間

成
長
に
大
き
な
心
の
糧
と
な
る
事
と

信
じ
や
み
ま
せ
ん
。
来
年
も
行
け
る

も
の
な
ら
よ
り
多
く
の
人
と
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ヨ十

イ立

分
三
位

中
田
富
美 

(棚
野
立
川
地
区 
)

未
熟
児

桜
木
厚
子
(
横
瀬
地
区

父
中
田
博
夫
の
三
女

父
桜
木
義
夫
の
三
女

梅
山
ひ
と
み 

(生
名
地
区 
)

厚
生
課

父
梅
山
照
男
の
長
女

身
近
か
な
も
の
と
し
て
頂
く
た
め
国

民
年
金
シ
リ
ー
ズ
と
題
し
て
詳
し
〈

掲
載
い
た
し
ま
す
か
ら
御
期
待
下
き

@
国
民
年
金

へ
加
入
脱
退
の

手
続
き
は
は
や
め
に

会
社
に
職
就
し
又
、
退
職
さ
れ
た

と
き
は
す
ぐ
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
き
い
。

住
民
課 

(国
民
年
金
係
)

し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

@
当
日
の
該
当
者
九
二
名

(
男
子
)

米

一
位

森

浩

一

(

坂
本
地
区
)

父

森

茂

樹

の

長

男

お
誕
生
お
め
で
と
う

三

渓

村

瀬

英

雄

久

国

井

元

善

夫

H

井

元

和

夫

三

渓

錦

内

栄

史

棚

野

清

水

雅

史

久

国

坪

内

良

樹

沼

江

井

出

寛

子

三

渓

堺

周

平

棚

野

横

田

博

美

坂

本

坂

東

俊

明

坂

本

杉

本

道

子

高
井
裕
司

坪
井
芳
久

駒
津
知
史

花
岡
寿
博 

(沼
江
地
区
)

父

高

井

仁

の

二
男

(横
瀬
地
区 
)

父
坪
井
俊
雄
の

二
男

(掛
谷
地
区 
)

父
駒
津
輝
幸
の
長
男

(中
角
地
区
)

父
花
岡
武
弘
の
長
男

春
田
剛
志 

(中
山
地
区 
)

父
春
国
義
明
の
長
男

(女
子
)

す

一
位

坪

内

理

子

(

久

園

地
区
)

父

坪

内

勝

の

長

女

分
二
位

幸
山
愛
子 

(棚
野
地
区 
)

父
幸
山
利
勝
の
二
女

分
二
位

鶴
本
や
よ
い
(
績
瀬
地
区 
)

父

鶴

本

武
士
の
二
女

フ十� 

f立� 

谷
田
由
美 

(横
瀬
地
区 
)

父

谷

田

昌
彦
の
三
女

祝

ご

結

婚

ヘ

坂

本

坂

東

士
ニ

渓

中

野

易

子

ヘ
星

谷

唐

渡

淳

一

唐

渡

峰

子

r

n

お
く
や
み
申
し
ま
す

三

渓

登

家

長

重

坂

本

山

本

輝

男

三

渓

浦

川

コ

キ

ク

沼

江

山

村

敏

雄

沼

江

田

中

貞

市

沼

江

福

徳

庄

吉

国邑盟

置要
~担

坪内耳聖子さん 森浩 ー さん

たもはし上かもじ っ 共 短 分 換 に ま 日 朝 楽 り 感集き初れりのれ着資ん何家 昭和
。の 、ょに らめ 、 て 同 か 科 レ 恵 し 充 タ な まじいれのなで家てき料でか自ーて�  45年度
しでいうよのと若何生〈会クまた実の気しがにま ー かあのし阿にこ自治
かあか 。り脅しきか活 感、 、れ 。し 集持たし参し日 つつ環ま蘇自よ分会研研 日坐

しるに大プ年 fこへ心を じ 講 ス 楽 中 た い で のた加た目たた境つめをうに館修修�  H芳
、か自自ラ活�  "のの通ら義ポし岳もに過で 。し が は の が 、 た 雄 通 と プ で 場 期 々

大を分然ス動こ愛ふじれと|い登のよす共寮て、、が、施�  大し決ラの所間 台o

自ひののなをの着れてた過ツも山にりこ同生 身 一 時残た設そきた意ス結国九
黙し存雄も推こ心合接。し、のもな生と生活の夜間念だ等のに 。も に 団 立 月 白
の ひ在大の進とをいす同たキで初る活が活のひ明にで茶は上心膏新な式阿二 宣三
広しがきとしは ー をるじ六ヤし秋思がでに経きけ追し室騰にを年たるで蘇目 、
大と小のなて、層肌事若臼ンたのい ー きは験していたがく 、うのに事本管�  i 字
き感さ前りゅこ強にに人間ド 。好が日た慣がま朝ま 。見ぱ青ば家しを当年七
にじいにまくれい感ょがが Jレ交天し 一。 れあるのわ最らか年わに、学にの白勝

許国
アいや省 が育 で合 だ を ま ユ なを つ にぎ異い大話と々私失る尊も 言 忠た聞大負育杭1
精う研し多年あうとよれなず認素つまなる変 き こ な は な 。い真だ言めで局け年 LJ
神 気修て々活る機思り 、考きめ直いでる 。よなろ人話わ全知理け、に在的な令制f
を 持 を いあ動 。会 つ良私え合乍にてあよ人い けがのすなて恵がれ又はりない�  I.h-

¥、， もで楠まる等今をたくた方うら融自るうそ体れあ話のいのと脈ど、、た�、で阜 1r~
つ自んす事にま多 。すちと中真虚由がにれ験ばっしがよも体づも自先し、で、出�  1-
て主で 。につでく身るを、に剣にに、、ぞになたを難うの験い、然強と見私固い
歩的私川気 いの つ近方豊高、に自述いそれならし聞手ににがてどにの恩るな 委さ
ん 、 も 原づて自くな向か潔よ話他べろの顔つな 、きでし学にいん咲教い事りま多F

でポ心先き改分り聞にになりしと訴い思、たいど、あたぶじるなくえまがに�  -trn 
参ラ気生大聖書のた題進し願フ合もいろいかと場う学るい心み 。も革、す出もゅよJ J.l
り ンー のいす生いをめ 、いレいの合なもた恩がしひどがと掛出入の花後。来の.�  r， 

たテ転講にるきも話る宇土が ツ 、 良 い 聞 き ちつあて得、思けて問事は輩そる事みご
くイと 義 反 点 方 のしの会生シうきっ題 まがてりもる色うをいのに無のの人を て

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国民年金だより



(5) 
 第 4号 つ ら 昭和45年10月 5日イコカミ

一、、

、圃圃0-・
 

挨


拶


田

嘉

太

重

風
の
音
、
す
だ
く
虫
の
声
、
ま
た
、

色
づ
き
初
め
し
み
か
ん
に
も
、
秋
の

深
ま
る
を
感
ず
る
と
き
、
町
民
皆
様

に
は
益
々
ご
健
勝
で
お
過
し
の
こ
と

心
よ
り
お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
図
ら
ず
も
、
中
田
町
長
き

ん
は
じ
め
融
会
議
員
諸
賢
の
お
招
ね

き
に
よ
り
、
皆
様
の
勝
浦
病
院
に
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
太
田
で

ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
と
よ
り
浅
学
非

オ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
た
ん
こ
の

重
責
を
お
引
受
け
い
た
し
ま
し
た
う

え
は
出
来
得
る
限
り
皆
様
の
ご
期
待

に
お
応
え
す
る
決
心
で
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
た
だ
、
現
医
療
体
制
下
に

お
け
る
公
立
病
院
、
特
に
辺
地
の
病

院
で
は
医
師
の
不
足
、
ま
た
過
疎
に

よ
る
患
者
の
減
少
、
更
に
人
件
費
の

増
高
に
反
比
例
す
る
医
業
収
益
の
低

下
等
、
経
営
上
の
悪
条
件
が
重
な
り

医
療
制
度
上
そ
の
運
営
に
大
き
な
問

題
を
生
じ
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
医
療
と
保
健
確
保
の
使
命

を
担
っ
て
創
設
以
来
二
十
年
、
勝
浦

町
な
ら
び
に
診
療
圏
内
住
民
の
負
託

に
応
え
た
、
当
勝
浦
病
院
も
、
今
や

存
亡
の
重
大
な
岐
路
に
立
っ
た
と
申

し
上
げ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
存
じ

ま
す
。

こ
の
上
は
職
員
一
致
団
結
の
も
と

真
に
魅
力
あ
る
病
院
と
し
て
町
民
皆

様
に
親
し
ま
れ
、
ま
た
、
町
理
事
者

を
は
じ
め
識
会
職
員
諸
賢
の
、
あ
た

た
か
い
ご
理
解
と
九
千
町
民
の
協
力

は
ず
ぶ
の
繁
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
点
ご
了
承
下
き
る
と
と
も
に
、
ご

支
援
ご
鞭
撞
の
ほ
ど
、
勝
浦
広
報
紙

上
を
か
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

の
人
は
そ
ん
な
こ
と
ま
で
し
て
、
え

ら
く
な
り
た
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

え
ら
く
な

っ
て
も
お
金
を
あ
げ
た
り

ご
ち
そ
う
を
し
て
あ
げ
て
、
え
ら
く

な
る
の
だ

っ
た
ら
や
め
た
ほ
う
が
い

い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
し

な
く
て
も
い
つ
も
正
し
い
行
な
い
を

し
て
い
れ
ば
み
ん
な
が
投
票
し
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
人
こ
そ
み

ん
な
の
た
め
に
よ
い
こ
と
を
し
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
の
手
で
み
ん
な
の
一

一果
で

そ
の
役
わ
り
を
必
ず
は
た
せ
る
人
を

選
ぴ
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
子

供
で
も
学
級
を
き
ち
ん
と
ま
と
め
て

い
け
る
人
を
選
び
投
票
し
て
い
ま
す
。

子
供
に
で
き
て
大
人
に
で
き
な
い
は

ず
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
父
も

母
も
た
と
え
ば
だ
れ
か
が
「
お
金
を

あ
げ
ま
す
。
だ
か
ら
選
挙
の
時
に
は

私
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
て

に
よ
る
外
、
打
聞
の
道
は
な
い
と
存

じ
ま
す
。
幸
わ
い
徳
島
大
学
医
学
部

関
係
各
医
局
が
当
病
院
に
対
し
て
深

い
ご
理
解
を
も

っ
て
、
パ
ソ
ク
ア

ッ

プ
下
さ
る
の
で
、
漸
次
医
師
の
充
足

施
設
の
完
備
を
行
な
い
、
住
民
の
惜

康
セ
ン
タ
ー
と
し
て
精

一
ぱ
い
の
努

力
を
傾
注
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
私
と
し
て
も
現
在
迄
医
療

一

す
じ
に
専
念
い
た
し
て
お
り
ま
し
た

も
の
で
、
公
営
企
業
経
営
に
つ
い
て

¥
良
次
選
挙
啓
発


令
ミ
シ
リ
ー
ズ


入
選
作
文
(
小
学
校
の
都
)

第

一
位

横

小

五

年

松

島

恵

美

夏
休
み
も
終
り
二
学
期
が
始
ま
っ


て
二
日
目
に
私
達
の
組
で
は
学
級
委


貝
を
決
め
る
選
挙
を
し
ま
し
た
。


大
人
の
人
達
も
国
会
を
代
表
す
る
議


員
き
ん
な
ど
を
決
め
る
選
挙
を
し


ま
す
。
こ
の
よ
う
に
子
供
も
、
大
人


も
同
じ
よ
う
な
選
挙
を
し
ま
す
が
大


人
の
人
は
も
ち
ろ
ん

一
部
の
人
で
す


が
選
挙
の
前
に
お
金
を
わ
た
し
叱
り


ご
ち
そ
う
な
ど
を
し
、
き
た
な

い
選


挙
を
し
て
い
る
こ
と
を
新
聞
な
ど
で


知
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
明
る
く
正
し


い
選
挙
で
し
ょ
う
か
。
で
も
子
供
は


そ
ん
な
こ
と
ま
し
ま
せ
ん。
な
ぜ
大
人

F

き
て
も
こ
と
わ
る
と
言
っ
て
い
ま
す

私
が
大
き
く
大
人
に
な

っ
て
そ
ん

な
こ
と
に
な
れ
ば
私
も
父
や
母
と
同

じ
よ
う
に
こ
と
わ
り
そ
し
て
「
こ
の

人
な
ら
私
の
い
る
町
を
ま
と
め
て
守

っ
て
く
れ
る
り
っ
ぱ
な
人
だ
」
と
思

う
人
を
一さ
が
し
ょ
く
考
え
て
か
ら
そ

の
人
に
投
票
し
ま
す
。
み
ん
な
が
そ

の
よ
う
な
心
を
も
っ
て
い
れ
ば
ほ
ん

と
う
に
い
い
人
を
選
べ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
楽
し
く
よ
い
町
に
よ
い

国
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
み

ん
な
の
た
め
に
み
ん
な
の一

票
か
ら

と
言
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
よ
く
考
え
こ
の
一
票
一一祭
に
大

き
な
カ
が
あ
る
と
言
う
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
き
い
。
そ
し
て
清
き

一

票
を
清
き
手
で
、
清
き
人
に
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

入
選
作
文
(
中
学
校
の
部
)

第

一
位

勝

中

一

年

武

田

昌
美

清
き
一
票
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し


ま
す
と
選
挙
の
た
び
に
新
聞
や
車
で


頼
ん
で
い
る
候
補
者
ま
た
各
市
町
村


で
は
ポ
ス
タ
ー
や
マ
イ
ク
ロ
カ 

で


明
る
い
選
挙
、
正
し
い
選
挙
と
き
か


ん
に 

し
て
有
権
者
に
呼
び
か
け


て
い
ま
す
が
果
し
て
ど
れ
だ
け
の
人


々
に
そ
れ
が
守
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ


う
か
?
私
は
こ
う
し
た
呼
び
か
け
は


殆
ん
ど
効
果
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
表


面
だ
け
の
き
れ
い
な
見
せ
か
け
は
大


人
の
世
界
の
み
に
く
い

一
面
で
し
か


な
い
と
思
い
ま
す
。
だ

っ
て
そ
う
で


は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
選
挙
管
理
委


員
会
が
声
を
大
き
く
し
て
正
し
い
選


挙
を
呼
び
か
け
な
が
ら
そ
の
呼
び
か


け
と
は
う
ら
は
ら
に
選
挙
の
度
に
あ


ら
ゆ
る
候
補
者
の
選
挙
違
反
が
マ
ス


コ
ミ
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
の
は
ど
う


P
R

l

す
。

し
て
で
し
ょ
う
。
ま
た
そ
ん
な
人
が

金
の
カ
や
品
物
の
カ
で
当
選
し
た
と

し
で
も
立
派
な
仕
事
が
で
き
る
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
実
力
で
当

選
し
な
か
った
人
が
人
笠
剛
に
立
つ
価

値
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
今

の
社
会
は
そ
ん
な
選
挙
違
反
し
て
も

当
選
し
て
い
ま
す
。だ
か
ら
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
選
挙
違
反
が
た
え
な
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
こ
れ
は
そ
う

い
う
間
違
が
っ
た
選
挙
を
平
気
で
や

っ
て
い
る
有
権
者
に
も
大
き
な
責
任

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

有
権
者
と
い
う
の
は
た
だ
選
挙
権
利

が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
自
分
の

考
え
で
立
派
な
人
を
選
ぶ
責
任
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
適

当
な
人
で
あ
る
か
ど
う
か
を
見
き
わ

め
ら
れ
る
カ
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
大
人
の
選
挙
の
こ
と
は
ま
だ

わ
か
り
ま
せ
ん
が
学
級
委
員
の
選
挙

に
は
違
反
な
ん
か
あ
り
ま
せ
ん
。
買

収
な
ん
で
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
、
そ
ん

な
こ
と
を
し
た
と
し
て
も
そ
の
と
き

だ
け
の

へ
つ
ら
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。

又
た
と
え
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
と
し

て
も
そ
う
い
う
人
は
選
ば
れ
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
私
達
の
選
挙
こ
そ
正
し
い
選

挙
で
す
。
力
の
あ
る
入
、
ま
わ
り
の

人
の
こ
と
を
公
平
に
い
つ
も
考
え
る

人
、
が
選
ば
れ
ま
す
。
ま
た
そ
う
し

た
人
を
選
ぴ
ま
す
。私
は
大
人
に
な
っ

て
も
、
こ
の
学
級
委
員
の
選
挙
を
忘

れ
な
い
で
恥
か
し
く
な
い
正
し
い
選

挙
を
し
、
立
派
な
人
を
選
ぶ
責
任
を

持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

@
こ

の
作
品
は
小
中
学
校
児
童
生
徒

を
対
象
に
募
集
し
た
入
選
作
文
で

勝
浦
町
明
る
く
正
し
い

選
挙
推
進
協
議
会

勝
浦
町
選
挙
管
理
委
貝
会

MUS04
テキストボックス
ご挨拶

MUS04
テキストボックス
選挙啓発シリーズ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

\~ 

¥-

こ
と
し
の
勝
浦
中
学
校
は
い
よ
い

よ
「
石
の
上
に
も
三
年
」
の
年
を
迎

え
、
文
化
面
、
体
育
面
共
に
そ
の
実

を
上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
と
に
体

育
面
に
於
て
は
、
町
当
局
お
よ
び
町

民
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
絶
大

な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
益
々
盛
ん
に
、

そ
し
て
健
全
に
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も
陸
上
競
技
の
勝
小
、
県

大
会
な
ど
を
残
し
殆
ん
ど
が
熱
戦
の

幕
を
と
じ
、
各
ク
ラ
ブ
共
に
新
チ
ー

ム
で
次
に
備
、
え
て
毎
日
練
習
に
余
念

が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
誌
上
を
お
か
り
し
て
今
年

度
の
勝
浦
中
学
校
体
育
ク
ラ
ブ
の
戦

跡
を
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

〈
郡
春
季
体
育
大
会
〉

五
月
十
三
日

勝
浦
中
・
園
芸
高

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

卓

球

団

体

卓

球

個

人

�

 3
年

花

棚

利

夫

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

野
球

剣

道

個

人

二

年

宮

下

充

玄

準
優
勝

剣

道

団

体

〈
勝
浦
・
小
松
島

六月

体
育
大
会
〉
十
四
日

小
松
島
中
・
千
代
小
な
ど

優

勝

男
子
一
一
ス
ケ
ッ
ト
ポ
|
ル


女
子
ベ
ス
ケ
ッ
ト
ポ年

l
ル


卓

球

個

人

三

年

中

国

憲

孝


ソ
フ
ト
ボ
ー
ル


準
優
勝

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

サ
ッ
カ
ー

卓

球

団

体

〈
郡
夏
季
体
育
大
会
〉


七月
二
七日


優

勝

勝

浦

中

・
園
芸
高


男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル


女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル


男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル


ソ
フ
ト
ボ
ー
ル


卓

球

団

体


卓
球
個
人

中
国
憲
孝
�
 

体
操

野
球

準
優
勝

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

剣

道

団

体

〈
県
中
学
〉

綜
合
体
育
大
会
〉

八
月
九
日
�
 
十
一
日

体

操

ベ

ス

ト

4 西
ノ
ム
丸
ほ
か

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ベ
ス
ト
8

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ベ
ス
ト
4

(
準
決
で
阿
南
一
中
に
惜
敗
)

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

一
回
戦
で
三
加
茂
中
に
惜
敗

卓

球

団

体

ベ
ス
ト
�
 4

(
準
決
勝
で
藍
住
中
に
惜
敗
)

卓

球

個

人

三

年

花

棚

利
夫
�
 9
位

体

操

個

人柴

田

英

明

�

 5
位

謝
々
比
利
治
�
 6
位

野

球

一

回

戦

敗

退

男
子
パ
レ
�
 

一
回
戦
敗
退

県
〈
県
防
犯
野
球
〉

小
松
島
大
会 l

8
月
7
日

小
松
島
市
営
球
場
優

南

部

大

会

�

 
8 j月
四
日

富

岡

西

高

優

大

会

�

 

8
月
白
日

蔵

本

球

場

ベ

ス

ト

�

 
4

~~ 
勝

八三、� O
O
m

一
、
五
�
 

2
分
幻
秒

8
原
田
守
一

O
O
m

4
分
団
秒

6
大
川
浩
二

0
0
0
m
 

麻

植

敏

小
関
、
白
樫
、
滝
花
、
川
口

リ
レ
�
 1

1
分
必
秒
4

平
岡
、
大
川
、
森
野
、
坪
井

走
り
巾
と
ぴ

4
・

走
り
高
と
び

1
・
�
 

棒
高
と
ぴ

三
段
と
ぴ

日
・
臼

砲
丸
投
げ
叩
・
�
 

謝
々
比
利
治

5
-
G
m

m
m

m
mη

m
坂

口

充

弘

加
藤
喜
代
子

小
山
美
江
子

〈
県
中
学
校
春
季

陸
上
選
手
権
大
会
〉

一O
O
m

五
月
十
日
西
ノ
丸

第
五
位

2
・
印
�
 
岡

義

尚

坪
井
泰
博

m m

日比秒� 8

小
関
智
子

二
�
 

第
七
位

寛

薫

O
O
m

・
�
 
謝
々
比
利
治

M

u
m
m

円
盤
投
げ

二

位

泣
秒
1

四
�
 

第
五
位

臼
秒
4

鮎
川
保
弘

一

五

�

 

第
四
位
�
 

4
分
臼
秒
0

大
川
浩
二

三、� 

第
八
位

日
分
的
秒
0

伊
丹
真
悟

〈
郡
陸
上
競
技
大
会
〉

総

合

九
月
十
日
勝
浦
中

男
子
優
勝

総
合
優
勝

種
目
別 O

O
O
m

O
O
m

O
O
m

一O
O
m

ロ
秒
9
 
坪
井
泰
博

秒
9

滝
花
幸
子

二
�
 

つ士宮� 

，
片
山
定
彦

1
分
叫
秒

6

鮎
川
保
弘

八
�
 

前
回
昭
博

日
分
1
秒
5

ハ
ー
ド
ル

明
美
�
 

O
m

O
O
m
 

O
O
m

O
O
m

7
b
7

V
H

q
p
J

平

山


四
�
 

2
分
見
秒
2

O
O
O
m

三、八
�
 

口
秒
2

岡

走
り
巾
と
ぴ

5

・ぉ� 

4
・

走
り
高
と
び

m
m

山
西
正
芳

平
山
智
子

m

一

位一O
O

二
O
O
m

O
O
m

四
�
 

女
子
優
勝

ロ
秒

6
森
野
祐
二
�
 

秒
5
小
関
智
子

部
秒
4
平
岡
靖
一

幻
秒

7
白
樫
恵
子

日
秒
4
大
川
浩
二

H

ー
・
お
�
 

古
田
京
子

m-UHm

m

三
段
と
び

砲
丸
投
げ
叩
・
花

μ
・
�
 
定
作
欽
治

1
m

円
盤
投
げ
�
 

崎
山
哲
幹

平
岡
靖
一

m

小学校運動会から

R券

7c 

m

m分
話
秒
9
伊
丹
真
悟

一
O
O
m
ハ
ー
ド
ル

日
秒
8

四
O
O
m
リ

レ

!

日

秒

�

 0

八
O
O
m
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(7) 第 4号 カ通 つ つ

10

鶏

-、 

ら 昭和45年10月5日

昭和45年10月 献 立予定表 勝浦町学校給食センター

日 曜 ノマ 〉〆 牛手L お カ‘ ず お か ず 使 用 キオ 料

木 食チ パ ン
ョコマーガリン 牛 乳 急んべんの害金需

き いのカーえ
あキんべん. 小 麦カ粉. 卵， 油ム. 胡ヵ瓜.ーー申リ骨 ン ゴヤ--.:.、y. てF ロニ 、 レ� 

2 金
コ ッ-.t� r~ ン 

ジャム
11 串キかつ イ7寸レンチ ポ ァ ゴィト

ャ ベ ツ 合 せ リ ン� 
(一串かつ (1令J一JIO ..，7 レンチポアイト(?令t東)

. キャベ ， リンゴ�  

3 土� 

4 日 家 庭 グコ 日 坂小運動会� 

5 月 食 ノマ ン
.....一- >'1"リン 牛 乳 果カレ物 うどん 玉う葱どん 嫡リ肉. じゃがいも， 人審ウ. 油リ

グ ンピース，カレ ー ノレ ， ンコ� 

6 火
食 ノマ� ‘，〆� 
y ぺ- .t... 

11 基輪味一酢色サ掲ラダお汁 竹ハ輪ム， 膏古月の瓜り，キカレー・粉.春小雨麦粉酢. 油， 卵
ヤ --.:.'y. ~1't1J. 

7 水 食チ パ ン
ョコマーガリン�  

11 芋スチ""/ク 77巣イ キャ rくツ
キ� y トン 物

ス繍チッキク(ャ冷ベ凍ツ). 油リ. さつまいも ， 金時豆
砂~.. ~""r"""-"':"'/， ンコ・ 勝中遠足�  

B 木
食 パン�  
-宇一えf リン�  

11 果す 物き や き 牛焼肉フ 砂白菜糖 葱醤.油.焼豆く腐だ.も糸の こんにゃく

g 金
ニZ ッ~ /~ン 

y ーャ .t... 
11 盛合せ ウナィンナー.瓜os. じゃがいも�  77イ� 

パナ，古月�  

10 土 ヨヨ 体 育さ グ〉 日� 

11 日 *給食を食べ て き た え よ う�  -L、とカミら 穴ゴ� 

12 月 食y 
ノマ ン
・々 4 ‘ 

牛 乳 プミ ーリ卜ンてノ ス相えスノマゲ 7 イ スパゲナイ，玉葱.人参， グリンピース，豚ミンチ
ケチキップ， ソース，油， ミルク ， プリン� 

13 火
クリーム�  

ノマ 〉〆 11 お し ゲ〉 中だT事し畠. 醤こtん由.に砂ゃ糖く れんこん がんもどき

14 水
食チ パ ン

ョコマーガリ ン� 
11 果ピ 物7 ・ シチュ一一 牛グ肉リ， じゃがいも 玉葱 人参

ンピース， ケザーャ� yつペ ノレウ， み か ん �  

15 木
食パン�  
マーガリン

11 魚えフぴ入7 イり サ ラ ダ
メルフライ(時凍)，� I!II，干え U'， じゃがし、も ，拐E
干ふ・どう.みかん缶)， リンゴ，マヨネースー� 交通安全日

16 金 =ョ ;1 -.t /~ン 
チ ス'� 

11 寄せ掲げ 小サ麦ン粉ド 玉r困葱， 人参， ごぼう�  . いか

17 土� 

18 日 噴rなんでも食べて 元 気 な毎日�  

19 月 食� e/、 ン
ンマゲリ 牛乳 長のどんも卵の とじ 品長ん￥講肉.いま葱齢人!槍キャベソ，卵

20 火 食チ パ ン
ョコマーガ リ ン� 

11 豚ポ肉テケチャップ煮
ィト →ナラ タ'� 

EキE肉.ベケチ古ャ月瓜ップ. じゃがし、も.ヨネリンゴ
ャツ マカロニ�  7 ーズ�  

21 水 食y 
ノマ ン� 
べ- .t... 

11 果カレ物ーーシチェーー 牛カ肉， じウゃがし、も . 人参ゴ， 玉葱. 白菜，
レール 油 リ ン �  

22 木 食y 
J、r 〉〆� 

べ- .t... 11 鯵フまラめイ キャベツ
h ペコ

鯵フラ(イ缶(冷)，凍)，� I歯. キャベツも.かんてん〈缶〉
みかん パナナ.リンゴ. も(缶〉� 

23 金
コッ-.t "，~ン 

チョ コマーガリン�  
11 ろえ白と 辛ろ口

す十
だとろし.ろ醤こ油ん.ぷ清卵1A: 鶏こ肉ん，に砂ゃ糖く豆味腐噌.竹輪

24 土� 

25 日 *うれしい給食 た の し く食べよう�  

26 月 食 ノマ ン
y 今・ .t... 牛 乳 コスパロゲッケテイ果カレ物ー 妙 め セッケ，ジ油3!.葱リンコ¥ 人参， スパゲ粉7 イ� 

ソ一一ー キャ'くツカレーー

27 火 オミ ッ ト ド� y グ・牛 寧L ウィンナ ー ， 卵辛王子粉売ャベツ. "'"ヨネーズ
?ーガ リ ン ノマセリ� 

28 水
食チ パ ン

ョコマーガリン 牛 乳 鯨 こ は く 揚→ナ
フノレーーツ ラヨf

鯨， デン粉')槍I!II， 生事う~ ，抽す，"9"ヨネ -;z:.瓜 パナナ
みかん(缶 干ふ:~' ~ ， カロニ.古周�  

29 木
食 パン�  
..... >'1' リ ン� 11 高お野ひ豆た腐し とじ煮 高野豆腐.嶋肉~玉葱. 干しいたけ. じゃが青い菜も

グリンピ-;<.，Jjs，人審.油.醤油砂糖�  

30 金� 
::l 、;1 -.t /~ユ〆 

y ャ ぷ為� 
11 嚢喜ば 油そ，ば.ソーキスャ.ベけツ.ずもり粉や，し.み8かs.ん 豚肉.�  

31 土

ーお料理メモー

高 野 豆 腐 と じ煮 (材料1人分) 豚肉ときつまいもの揚げ煮�  (材料 1人分)

高野豆腐�  109 ①高野豆腐は湯につけてもどし、水 さつまいも� 809 ① き つ ま い も は 太 め の 拍 子 木 型 に 切 �  

Jls 3011 気を切りサイコロに切って、だし、�  f轟 泊適量 り塩水につけ、あく抜きをして、

干しいたけ� 1 11 信油、砂糖、味の素で調味した中 豚 肉� 209 水気を切り油で湯げる 。

。 。

人 参� JI で煮含ませる。 土生萎少々 ②鍋に油を熱しおろし生萎を妙め豚

肉を入れ、209ベツキャ②人参、しいたけはせん切りにして �  11 5グリンピース 砂僚、醤油、水をいり

肉� 2011 おく。 ね ぎ� 1011 つけるように味付する。

0m長3隅角にねぎは30③キャベツは�  11 1白ゴマ③①の煮含ませた汁の中へ鶏肉と他1 C汁出

醤� 1由� 8 c.c. の材料を入れやわらかくなるまで しよう池�  5c.c. に切る。

砂、 絡� 39 煮て煮含ませた高野を入れ煮立て 砂 糖� 2 9 ④②にキャベ ヴ、ねぎを入れ、空揚

味の素少々 味がなじんだころとき卵を入れふ 味の索少々 したきつまいもを入れ手早く仕上

たをしてむらしておきます。 水� +C げて白ゴ?をふる。
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昭和45年10月 5日

二一(斗のぼ位み位棉佳佳佳三 三三 二二 一中 佳佳 佳三三三二二ーポ

カミ ペコ つ ら

一入

第� 4号 (8) 

ー く ん 暗イ乍イ乍イ乍イ立イ立イ立イ立f立イ立 作z作イ乍f立{立位:f立{立イ立ス i墨
禁た生な坂の 学 タ

ち 小 の 小 部 勝生横横生坂 坂 横 坂 生 �  l作
は六し六( 中校小小小小小小小小小の
信年あ年小 三こ 三三二三二三三) 五 六 六 五五五五四五部
じ わ 学年年年年年年年年年 年年年年年年年年年(
て久せ椋校 小
い木正井)新滝中橋敏山出小稲 青 山 岩小山岸神舟花学
ま し 居口西本鎌路葉川井 木口田川本上回井開校
す喜い宏 ま加 フ)

父仁選栄 典 和呈誠葉松嘉真静 ゆ津和正成和真ク重
母 挙 博子美二子代子澄恵 み江悦典和恵澄ミ幸

'--

¥、J 

二

位

横

小

五

年

谷

尚

子

一
票
が
幸
福
不
幸
の
わ
か
れ
道

三

位

横

小

五

年

桂

木

玲

子

家
族
そ
ろ
っ
て
正
し
い
選
挙

三

位

横

小
五

年

前

野

る

り

明
る
い
笑
い
正
し
い
選
挙

三

位

坂

小
六

年

沢

野

和

代

正
し
い
選
挙
は
明
る
い
町
へ
の

大
行
進

佳

作

生

小

六

年

山

下

巌

住
み
よ
い
勝
浦
町
そ
れ
は
あ
な

た
の
一
票
か
ら

佳

作

坂

小

五

年

西

尾

正

買
収
さ
れ
ず
に
選
ぽ
う
自
分
の

意
志
で

佳

作

生

小

六

年

小

西

玲

子

勝
浦
町
咲
く
も
散
ら
す
も
こ
の
一

票(

中

学

校

)

一

位

勝

中

二

年

坪

内

良

治

良
い
人
を
正
し
く
選
ん
で
よ
い
政

二
位
勝
中
三
年

山

路

松

代

こ
の
一
票
住
み
よ
い
社
会
の
道
し

る
べ

二

位

勝

中

一

年

浜

幸

恵

そ
の
一
票
そ
れ
が
政
治
の
見
張
番

三
位

勝

中

一
年

山

丸

裕

子

正
し
い
選
挙
守
っ
て
住
み
よ
い

町
づ
く
り

三
位

勝

中

二
年

滝

花

節

子

出
せ
よ
人
物
出
す
な
よ
違
反

三
位

勝

中

一
年

中

田

和

嘉

投
票
日
そ
の
一
票
で
し
あ
わ
せ
が

佳

作

勝

中

三
年

野

口

富

子

義
理
人
情
忘
れ
て
よ
い
人

、
ヲ
明
る
く
正
し
い
選
挙
啓
発

rq尚
、
作
品
の
入
選
作
決
る

小
中
学
校
児
童
生
徒
を
対
象
に
募

集
し
た
選
挙
啓
発
作
品
を
九
月
七
日

聞
か
れ
た
審
査
会
に
お
い
て
厳
正
に

審
査
の
結
果
次
の
方
が
入
選
と
決
ま

り
ま
し
た
。

応
募
者


小
学
校
「
五
六
年
生
」
二
七
八
名


中
学
校
「
全
校
生
徒
」
五
二 
O
名


計

七

九

八

名

こ
の
一
票
明
る
い
政
治


明
る
い
未
来


日
作
文
の
部
(
小
学
校
)

一

位

横

小

五

年

松

畠

恵

美

二

位

横

小

五

年

神

田

真

澄

二

位

生

小

五

年

中

田

敏

子

三
位
生
小
五
年
大
井
美
恵
子

三

位

坂

小

六

年

仲

田

智

子

三

位

横

小

五

年

大

川

英

和

佳

作

坂

小

六

年

松

下

和

江

佳

作

坂

小

五

年

新

居

初

美

結

核

検

診

(
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
)

実
施
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

町
内
か
ら
結
核
患
者
を
な
く
す
る

た
め
毎
年
結
核
検
訟
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
現
在
な
お
、
町
内
に
一
三
五

名
の
方
が
結
核
の
た
め
に
長
い
療
養

生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
御
承

知
の
と
お
り
私
達
は
い
つ
し
か
知
ら

ぬ
う
ち
に
結
核
に
犯
さ
れ
て
い
る

場
合
が
多
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
健

佳

作

勝

中

一

年

柳

沢

良

昭

あ
な
た
の
一
票
が
国
を
よ
く
す
る

悪
く
す
る

佳

作

勝

中

一

年

丸

岡

則

子

選
び
ま
し
ょ
う

佳
作
生
小
六
年

野
口
美
貴
子

(

中

学

校

)

一

位

勝

中

一

年

武

田

昌

美

二

位

三

年

小
川

真
澄

二

位

三

年

美

馬

秀

美

三

位

三

年

野

口

富

子

三

位

二

年

敏

鎌

葉

子

三

位

一

年

谷

口

雅

彦

佳

作

二

年

森

脇

春

代

佳

作

三

年

崎

山

哲

幹

佳

作

二

年

寛

薫

右
の
各
部
門
に
入
選
さ
れ
た
方
に

賞
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈
す
る
と
共

に
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。

住
民
課

選
挙
係

康
な
う
ち
に
検
訟
を
受
け
て
お
く
こ

と
に
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
の
で
、

結
核
健
康
診
断
(
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接

撮
影
)
の
当
日
は
御
家
族
全
員
が
受

け
て
く
だ
さ
い
。

検
診
は
来
る
十
月
二
十
六
日
か
ら

十
月
末
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

(
日
程
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

厚
生
課

十
月
は
食
中
毒
の
発
生
期
で
す

調
理
に
+
分

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

秋
風
が
吹
き
涼
し
く
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
私
達
の
体
は
猛
暑
の

疲
労
が
蓄
積
し
ど
う
し
て
も
す
ぐ
に

は
快
復
し
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
疲

労
に
つ
け
込
ん
で
あ
ら
ゆ
る
病
気
が

発
生
し
が
ち
で
す
か
ら
健
康
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

御
承
知
の
如
く
十
月
は
町
内
各
地

区
で
神
社
の
祭
礼
が
と
り
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
と
き
に
は
ど
う
し
て
も
食

中
毒
の
発
生
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
食
中
毒
は
家
庭
外
で
入

手
し
た
調
理
食
品
を
家
庭
に
も
ち
帰

っ
て
た
べ
て
起
る
事
例
よ
り
も
家
庭

の
台
所
で
調
理
し
た
食
品
に
よ
る
場

合
の
方
が
多
い
こ
と
は
注
目
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
家
庭
の

台
所
荷
生
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま

す
。
又
、
台
所
の
不
衛
生
か
ら
お
も
わ

ぬ
伝
染
晴
が
発
生
し
ま
す
。
特
に
人

間
の
手
先
か
ら
侵
入
・
す
る
病
原
菌
(
赤

痢
)
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
台
所
の
衛
生
十
ケ
条
〉

第
一
条
調
理
す
る
人
は
特
に
健
康

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

第
二
条
台
所
の
整
理
、
整
頓
、
清

潔
保
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

第
三
条
調
理
前
に
は
必
ず
よ
く
手

を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
食

事
前
も
同
様
で
す
。

第
四
条
食
器
類
、
ほ
う
丁
、
ま
な

板
、
ふ
き
ん
の
洗
浄
、
消
毒
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

第
五
条
料
理
の
材
料
は
清
潔
で
信

用
の
あ
る
屈
で
な
る
べ
く
新
鮮
な

も
の
を
選
ん
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

第
六
条
な
ま
も
の
は
で
き
る
だ
け

新
鮮
な
も
の
を
、
ま
た
火
を
よ
く

通
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

第
七
条
冷
蔵
保
存
を
過
信
し
な

い
で
食
品
の
保
管
貯
蔵
に
気
を
配

り
、
な
る
べ
く
早
目
に
た
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
(
食
べ
残
り

に
は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
)

第
八
条
ネ
ズ
、
、
¥
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ

リ
を
徹
底
的
に
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

第
九
条
衛
年
的
で
安
全
な
水
を
使

い
水
は
け
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

第
十
条
化
学
薬
品
は
な
る
べ
く
行

所
以
外
の
と
こ
ろ
に

き
ち
ん
と
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

厚
生
課

桁
セ
系
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